
小さなかかわりが人生を彩る 

 

「いつもありがとう」 

このひとことで、それまでの苦労が吹き飛ぶ。 

「よくがんばったね」 

そう言われて我慢していた涙がこぼれそうに 

なる。 

仲間から力いっぱい抱きしめられて 

やってきたことは間違っていなかったと実感する。 

大切なひとが満面の笑みを浮かべるのを観て 

心からの幸せを感じる。 

「いつまでも一緒にいよう」 

突然自分の人生の道に花が咲いたように感じる。 

小さなわが子がはじめて歩き、 

あっという真の成長を喜ぶ。 

「お父さん、お母さん、ありがとうございました」 

結婚式で長い親子の歴史を振り返る。 

 

人生に刻まれる喜びの多くは 

人と人のほんの小さなかかわりから生まれている 

 

         「一滴潤乾坤」一滴の滴が、天地を潤す  

参考 禅の言葉（リベラル文庫）より 
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 令和 3 年度卒業文集に載せた詩です。 

この一年を振り返ると、一番に浮かぶのは、生徒たちの「笑顔」でした。「笑顔」は回りの人を幸せにします。明

海中はだれにとっても居心地のよい場所であり、安心して自分を出して、認め合い、そしてそれぞれの色で輝け

る場所となるよう学校運営をしてきました。16 日の卒業式では、生徒たちは皆、明海中への感謝の思いと、少

し不安そうな表情で卒業証書を受けとっていました。「おめでとう。頑張って」と声をかけると、笑顔で「はい」

と応え、壇上を去る後姿からは未来に向かってしっかりと歩み始めるたくましさを感じました。 

テレビからは、毎日のように目を覆いたくなるような報道が流れています。心を痛めているのは大人たちだけ

ではありません。生徒達も同じです。生徒達には、人と人が助け合い、生きとし生けるすべての者が感謝の思い

で満ち溢れた世界で輝き、活躍してほしいと願っています。明日のための「涙」は力になります。しかし、取り

返しのつかない出来事での「涙」で悲しませたくありません。 

だれもが、「一滴の滴が、天地を潤す」この言葉のように ほんの小さな出逢い、一瞬、一瞬を大切にして感謝

することで「笑顔」あふれる日々が送れることを願っています。 

１，２年生は、今日までともに過ごし、成長した学級を解散する日です。4 月からは、今以上に最高の仲間と

の出逢い、絆を深め、宝となる 1 年になるよう頑張りましょう。 

そして、今日は、明海中を支えてくれた先生方の離任式もあります。しっかりと感謝の思いを伝えてお別れを

しましょう。保護者の皆様、この一年間、明海中を支えてくださり、感謝申し上げます。保護者会でも少し説明

させていただきましたが、裏面に学校評価アンケートのまとめを掲載しました。次年度さらに活気ある学校づく

りに取組みますので、ご協力よろしくお願い致します。            校長  山本 典子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


